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1. 授業の概要（ねらい）
この講義では、政治学の基本的な概念を応用して、戦後日本の政治外交を中心に分析していく。映像資料も用いつつ、
ディスカッションやグループワークなど、アクティブ・ラーニングを実施する。

2. 授業の到達目標
1) 戦後日本の政治外交に関する基本的な知識を得る。
2) 戦後日本の政治外交に関する事例を多角的に分析することができるようになる。
3) 戦後日本の政治外交に関する諸問題をより深く理解することができるようになる。

3. 成績評価の方法および基準
1) 平常点 50%（授業への貢献度など）
2) ブック・レポート 20%（『昭和史講義【戦後篇】』下）
3) 期末試験 30%

4. 教科書・参考文献
教科書
筒井清忠編　『昭和史講義【戦後篇】』下　ちくま新書、2020年

5. 準備学修の内容
より深く学びたい人は、参考文献（適宜授業中に紹介する）を読むこと。
継続してニュースに接する習慣を身につけること。

6. その他履修上の注意事項
政治学特殊講義Iも受講すると理解が深まる。
受講者の関心に合わせて、授業計画の変更もあり得る。

7. 授業内容
【第１回】 イントロダクション
【第２回】 占領計画
【第３回】 憲法
【第４回】 農地改革
【第５回】 財閥解体
【第６回】 2・1スト
【第７回】 戦後教育
【第８回】 革新内閣
【第９回】 極東国際軍事裁判
【第10回】 マッカーサー
【第11回】 サンフランシスコ講和会議
【第12回】 靖国
【第13回】 シベリア抑留
【第14回】 第二の戦争
【第15回】 まとめ


